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復旧・復興トピックス（令和元年度の取組み成果）
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熊本地震の発生から間もなく４年。その間に、時代は「平成」から「令和」へと代わり、復興へ
向けた歩みが県内各地で加速化しています。そのような中、熊本地震関係の主な県営４地区におい
て、熊本の更なる“活力”を感じさせる令和元年度の取組み成果が届きましたのでお知らせします。
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【令和元年度】

集落営農法人設立

令和2年（2020年）2月、創造的復興
を果たした阿蘇谷17工区（阿蘇市的石）
では農業生産過程について共同で取り組み、
優良農地を後世に引き継ぐため、「集落
営農法人ASO的石」が設立
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農道の陥没

ｺﾝｸﾘｰﾄ畦畔のうねり

平成30年営農再開

5筆

施工前 竣 工

1筆(1ha)

令和元年（2019年）4月、「秋津ふれ
あいれんげ祭り」が４年振りに開催され、
復旧農地で栽培された大豆を使った豆腐
や納豆など秋津産農産物が販売
※新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため、令和２年度は中止
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【令和元年度】

山腹崩壊による大量の土砂の流入

そばの開花状況

そばの収穫を喜ぶ皆さん

工事の進ちょく状況（令和２年２月現在）

令和２年２月２６日（水）、県政テレビ
「くまモン スマイル ジャンプ」において、
乙ヶ瀬地区の創造的復興の取組みや、ICT
技術を活用した復旧工事の施工などを紹介
しました。こちらのアドレスから期間限定で
視聴できますので、是非御覧下さい。
（http://rkk.jp/kumasma/broadcast/index.html）

創造的復興の取組みを広く発信

平成30年11月に着工した復旧工事で
は、ICT技術の導入や外国人技能実習生
の登用等により工期の短縮を図り、令和
２年の営農再開に向けて工事を実施中。

復旧が完了した被災農地の一部では、
新たにそばを作付けし、関係者の方々と
そばの収穫を喜びました。

【被災直後】 【令和元年度】

地表地震断層
想定ライン

新ダム湖の範囲

旧堤体

南側に237m移動

復旧イメージ

斜樋管理室の傾倒
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ダム本体（堤体）工事に先立ち、ダムへの流
入水を仮回しし、堤体施工箇所への水の流入
を防止する目的で仮排水トンネルを新設する
もの。

令和２年度本体工事に本格着工し、
令和５年度中の工事完成を目指します

堤体の損傷

仮排水トンネル

施工中
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派遣職員（熊本県の関係機関）の皆様
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北海道山形県石川県

熊本地震からの復旧・復興に
あたっては

多大な御支援をいただきました。
誠にありがとうございました。

長野県

静岡県

岐阜県兵庫県 大阪府

鳥取県

愛媛県 徳島県

沖縄県

長崎県 佐賀県 福岡県

大分県

鹿児島県 宮崎県
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広報・広聴活動

（発行者）熊本県農林水産部農村振興局農村計画課農村企画班 電話番号：096-333-2468

広報・広聴活動
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令和２年度（2020年度）に向けて

感謝状の贈呈

各種機会を通じた広報・広聴活動を展開
令和2年度（2020年度）も引き続き、「復興便り」や「大切畑ダム復興便り（仮称）」の発行

を通じて、熊本地震からの復旧・復興の取組みを広く発信します。

1月22日（水曜日）
「熊本地震に係る復旧・復興報告会」が開催
1月22日（水曜日）、ホテル熊本テルサ（熊本市）において、「熊本地震に係る復旧・復興報告

会」を開催しました。これは、熊本県と熊本県土地改良事業団体連合会との共催によって、熊本県
農村振興技術連盟50周年記念イベントとともに開催され、約500人が参加しました。
熊本地震からの復旧・復興にあたっては、ボランティアや寄付など他都道府県から多くの御好意

・御協力がもたらされましたが、農地や農業用施設の復旧・復興においても、他都道府県や他都道
府県土地改良事業団体連合会から、多くの職員の皆様を派遣いただきました。
本報告会では派遣職員の方々に感謝状が贈呈されました。
また、熊本地震で被災した地区の復旧状況報告があり、山腹崩壊で大きな被害を受けた、南阿蘇

村乙ヶ瀬地区では、県内の基盤整備で先駆けてICT技術を導入し、復旧工事を効率化した事例の紹
介がありました。
さらに、農地の沈下やうねりなどがあった、熊本市東区の秋津地区では日頃から農家同士の結束

が強かったことが迅速な復旧工事の着手に繋がった事例の紹介がありました。
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復旧・復興の取組み報告

乙ヶ瀬地区の復旧・復興の取組みを説明する
阿蘇地域振興局の中村慶広氏

秋津地区の復旧・復興の取組みを説明する
秋津飯野土地改良区の竹中宏豊氏

熊本県農村振興技術連盟 久保田委員長(左)
から感謝状を受け取る宮崎県の中島章悟氏

熊本県土連 小栁常務理事(左)から感謝状を
受け取る宮城県土連の鴇田豊氏


